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　第75期を迎えるにあたり、6月の株主総

会で、代表取締役 専務執行役員を拝命しま

した。従業員やそのご家族をはじめ、すべて

のステークホルダーの皆さまに対し、これ

まで以上に大きな役割と責任を負うことに

なり、大変身の引き締まる思いです。

　小林社長は2023年に代表取締役社長執

行役員に就任しており、私とはこれまで何

十年と仕事をしてきた間柄です。社長が技

術や製造部門を担当してきた一方で、私自

身は営業系の道を歩んできました。今後も

さまざまなビジネスシーンにおいて、お互い

の視点や立場からこれまで以上に話し合い

や意思疎通を図り、経営をより良い方向へ

と導いてまいります。
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　トーカロが初めて海外に事業拠点を設け

たのは2005年に中国の広東省広州市に東

華隆（広州）表面改質技術有限公司を設立し

たときです。それがグローバル展開のスター

トとなりました。それからちょうど20年が経

過し、中国に2拠点、台湾、アメリカ、タイ、イン

ドネシアに各1拠点。計6拠点のネットワー

クになりました。このうち主力の半導体・

FPD分野が3拠点あります。海外顧客につ

いては現地のローカル企業の開拓を目標と

しており、当社の子会社が現地に根差した

ローカル企業として地元に密着して成長し

ていくことを目指しています。 1951年の設

立以来、分析力をベースにした開発部門、製

造部門での高い技術力と高度な品質管理、

社長と異なる視点と経験を活かし、
連携して経営をより良い方向へ
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人財の確保と育成を最優先に、
さらなる海外売上高比率のアップを

事業のグローバル展開
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ドル規模に成長すると予測されています。

現在、アメリカでは幅広い分野で生産拠点

の国内回帰が進んでおり、半導体関連の工

場新設や稼働も今後増えていくものと見込

まれます。当社の海外事業の売上比率も、

今後は中国・台湾に加え、アメリカがけん

引していくようになるでしょう。引き続き全

売上高に占める割合をさらに高める施策と

しても、グローバルな市場で活躍できる人

財の確保と育成がますます重要になってく

ると考えています。

ものづくりの現場でよく使われている指

標のひとつに「QCDS」があります。Q＝クオ

リティー、C＝コスト、D＝デリバリー、S＝サー

ビスを指しますが、トーカロの全部門の仕事

にこの4つがしっかりと組み込まれています。

　開発部門には、顧客からのフィードバッ

クを的確に分析しニーズに応える、高い

技術力と緻密な分析力が求められ続けて

おり、これを共有することでいわゆる「知的

資本」を強化しています。

　製造部門の強みは、顧客の求めに応じ

て生産能力を柔軟に拡張できる点です。た

とえば突然2倍の受注があっても、対応で

きるだけの設備と資金を備えています。

営業部門で顧客と接するのはセールス

エンジニアですが、顧客の要望を正確に把

握し、そのニーズを製造・開発の現場でど

のように実現するかを各部門と緊密に連

携しています。

　私自身、長く営業部門に在籍してきまし

たが、文系出身だったこともあり、最初の

10年間は一人前とは言えない状態だった

と自覚しています。ただ、お客さまのニー

ズを理解するために努力を重ねてきまし

た。技術や生産に関して不明な点があれ

ば、開発や製造部門のスタッフとともに訪

問するなど、工夫を重ねました。こうした

経験からも、営業部門はお客さまの窓口で

ありながら、開発・製造部門と緊密に連携

することで、受注から納品、アフターフォ

ローに至るまで、満足いただけるサービス

を提供できると確信しています。

　ポテンシャルの高い人財を採用するため

にも、ダイバーシティをさらに推進する必

要があると考えています。何より、若い世

代が活躍できる職場づくりこそが当社の将

来にとって重要です。

　特に現在、トーカロの女性従業員は正社

員が12.5％、直接雇用全体でも17.4%と

依然として少数です。これまでに、仕事と

育児の両立支援など、女性従業員を直接、

間接的にサポートする体制を整えてきまし

た。これらが評価され、「くるみんプラス」

認定、「えるぼし」の最高評価の３つ星の認

定を受けました。

　これからも、長く安心して働けて、働きが

いを感じられるよう、仕事と家庭、仕事と

子育てが両立しやすく働きやすい職場づく

りがさらに進むよう取り組んでまいります。
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開発、製造、営業部門が実現する
「グッド・サービス」

トーカロの強み

そして顧客のニーズに柔軟に対応するセール

スエンジニアなどの営業部門が互いに緊密

に連携していく三位一体のサービスこそ

が、トーカロの強みです。海外拠点でも、こ

のトーカロらしさを活かした体制づくりを

進めていくためには、人財育成が最優先の

課題です。 

　そのため2022年度に「グローバルチャ

レンジ制度」を設けて、語学研修や外部か

ら講師を招いての研修、トライアルとして

海外の顧客を訪問するなどの取り組みを

続けています。

2025年3月期は海外事業の売上高比率

が30.1％を占めて、2023年3月期とくらべ

て6.8ポイント伸びるなど、大きな成長を

遂げました。海外事業の売上比率が大きく

伸びている要因のひとつは、中国および台

湾における半導体・FPD分野の需要拡大

です。世界の半導体市場は2030年に1兆
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